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江府町の人口
（10月31日現在）

世帯数1340世帯
人　口　も151人
（前月比1人増）

（男）　ぴ15
（女）　瑚36
出　生　　5
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（1）≡≡≡ヨ昭和56年11月30日発行

新
県
道
が
開
通

俣
野
川
発
電
関
連
の
代
替
施
設

中
国
電
力
の
俣
野
川
発
電
所
建
設
に
伴
う
俣
野
川

ダ
ム
築
造
の
た
め
、
一
部
が
水
没
す
る
県
道
（
上
徳

山
俣
野
江
府
線
）
の
付
替
工
事
が
急
が
れ
て
い
ま
し

た
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
十
一
月
二
十
六
日
開
通
式

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

付
替
区
間
は
、
新
道
地
内
か
ら
池
の
内
地
内
に
至

る
総
延
長
四
三
六
九
㍍
、
全
幅
七
㍍
（
武
庫
踏
切
か

ら
武
庫
現
道
分
れ
ま
で
は
八
・
七
五
㍍
）
で
、
こ
の

間
ト
ン
ネ
ル
一
か
所
、
一
八
七
㍍
、
橋
梁
二
か
所
、

二
五
㍍
を
施
設
し
、
総
工
費
は
約
四
〇
億
円
で
す
。

開
通
式
は
、
関
係
者
多
数
列
席
の
も
と
武
庫
側
で

神
事
と
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
引
き
続
き
列
席

者
全
員
緩
や
か
な
新
県
道
を
パ
レ
ー
ド
し
開
通
を
祝

い
ま
し
た
。

こ
の
県
道
付
替
工
事
は
、
昨
年
三
月
発
電
所
建
設

に
対
す
る
地
元
関
係
地
区
の
基
本
同
意
に
よ
っ
て
仮

設
備
工
事
に
着
手
し
、
九
月
か
ら
本
格
的
を
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
新
県
道
の
開
通
で
、

武
庫
地
内
一
の
渡
瀬
橋
か
ら
池
の
内
地
内
ま
で
の
旧

県
道
を
し
ゃ
断
し
い
よ
い
よ
本
格
的
に
俣
野
川
ダ
ム

の
築
造
が
開
始
さ
れ
、
昭
和
五
十
九
年
夏
の
「
二
号

機
（
六
〇
万
㌢
川
）
　
運
転
開
始
に
向
け
て
工
事
が
進

め
ら
れ
ま
す
。

▲
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
す
る
右
側
か
ら
小
石
川
俣
野
川
発
電

所
建
設
所
長
、
井
上
町
長
、
石
黒
県
道
路
課
長
、
施
行

者
代
表
・
秋
山
奥
村
組
広
島
支
店
長
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三
千
五
百
万
円
で
契
約

洲
河
峠
下
安
井
線
の
改
良
工
事

十
一
月
臨
時
町
議
会
は
、
十
一
月
六
日
開
か
れ
、

町
長
提
出
の
全
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
事
項
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

投
票
率
八
六
・
六
五
詫

参
議
院
地
方
区
補
選

参
議
院
議
員
石
破
二
朗
氏
の
死
亡
に

伴
う
参
議
成
議
員
鳥
取
地
方
区
補
欠
選

挙
が
十
一
月
一
日
に
行
わ
れ
、
小
林
国

司
氏
が
当
選
し
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
は
、
補
欠
選
挙
の
せ
い

も
あ
っ
て
全
般
に
低
調
ム
ー
ド
で
、
投

票
率
は
県
平
均
六
七
・
四
五
霊
と
の
び

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本
町
の
場
合
は
、

男
八
五
・
三
三
結
、
女
八
七
・
八
七
詫

計
八
六
・
六
五
詫
と
県
下
で
二
番
目
の

高
い
率
で
し
た
。
ま
た
当
日
有
権
者
は

男
一
、
九
四
三
人
、
女
二
、
〇
八
六
人
　
計

四
、
〇
二
九
人
で
し
た
。

報町府江

専
決
処
分
し
た
町
一
般
会
計
補
正
予

算
の
承
認

参
議
院
議
員
選
挙
費
、
公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
費
計
一
千
五
百
四
十
三
万

五
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
二
十

八
億
五
千
六
百
九
十
一
万
六
千
円
と
し

ま
し
た
。

町
道
改
良
工
事
請
負
契
約
の
締
結

町
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
継
続
し
て

施
工
し
て
い
る
町
道
洲
河
崎
下
安
井
線

の
改
良
整
備
事
業
で
、
指
名
競
争
入
札

で
住
田
組
と
請
負
契
約
（
工
事
費
　
三

千
五
百
万
円
）
の
承
認
。

■
公
民
館
の
新
築
工
事
が
肘
薗
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現

在
の
公
民
館
で
は
最
後
の
投
震
（
佐
川
公
民
館
で
）

晴れの受彰

加藤もに

勲4等瑞宝章

昭和56年秋の生存者叙勲で、俣

野の加藤政吉さん（76歳）が教育

功労者として勲4等瑞宝章を受け

られました。

加藤さんは、昭和2年岡山県の

中学校教諭に就任以来、岡山・鳥

取両県で教育振興に尽くされ、功

絹は多大をものがあります。

下尾もに

厚生大臣表彰

このほど下尾千鶴子さん（美用・

70歳）に功労者として厚生大臣表

彰が贈られました。

下尾さんは、民生委員を委嘱さ

れて以来34年間、社会の　ミ縁の下

の力持ち亡　として献身的に尽くさ

れ、今回の表彰に在ったものです。

町＊
1
0

1
日
和

2
日
働

3
日
出

5
日
月

6
日
㈹

7
日
加

8
日
杓

9
日
㈱

1
0
日
出

長

日

誌

月
庁
内
会
、
山
荘
甘
酒
茶
屋

O
B
会

農
協
神
奈
川
支
所
及
籾
共

同
乾
燥
調
製
施
設
し
ゅ
ん

工
式
農
業
用
ダ
ム
協
議

県
土
木
事
業
要
請
合
議
、

佐
川
役
員
来
庁

県
町
村
会
総
会
（
米
子
）

土
木
事
業
入
札
、
西
部
建

設
業
協
会
役
員
来
庁
、
本

五
・
杉
谷
役
員
来
庁

中
電
山
根
会
長
来
庁
、
根

雨
保
健
所
運
営
協
議
会

西
部
広
域
正
副
管
理
者
会

議
（
米
子
）

町
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

町
庭
球
選
手
権
大
会
、
梶

1
2
日
㈲

1
3
日
㈹

1
4
凋
㈹

1
6
日
働

1
7
日
出

18
日
㈲

1
9
日
㈲

20
日
㈹

2
1
日
0
0

2
2
日
㈹

23
日
也

2
4
日
出

2
5
日
㈲

2
6
日
㈲

2
7
日
㈹

2
8
日
㈹

29
日
㈹

3
0
日
㈱

3
1
日
出

木
参
議
院
議
員
来
庁

日
本
海
新
聞
社
取
材
、
江

尾
テ
レ
ビ
組
合
役
員
来
庁

西
部
町
村
長
会

全
国
自
然
休
養
村
現
地
研

究
会
（
愛
知
県
）

在
勤
町
野
球
選
手
権
大
会
閉
会

式在
勤
県
農
林
部
長
来
庁
、
教
育

委
員
会
議

武
庫
発
電
対
策
会
議
、
洲

河
崎
役
員
来
庁

中
電
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
・
助
沢
役
員
来
庁

中
四
国
自
然
休
養
村
協
議

会
設
立
総
会
（
岡
山
）

在
勤
新
道
地
区
児
童
遊
園
地
・

急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
施
設

工
事
し
ゅ
ん
工
式

柿
原
・
宮
市
役
員
来
庁
、

建
設
関
係
入
札

下
蚊
屋
役
員
来
庁

町
職
員
・
農
協
職
員
同
和

研
修
会
（
第
一
日
）

柿
原
地
区
現
地
調
査
、
町

職
員
・
農
協
職
員
同
和
研

修
会
（
第
二
日
）

農
林
事
業
入
札
、
下
蚊
屋

大
根
組
合
総
会
、
安
全
索

道
来
庁

参
議
院
議
員
地
方
区
補
欠

選
挙
準
備
会
講
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江　　府　　町　　報

昭和56年4月1日から昭和56年9月30日までの

財政執行をお知らせします。

みなさんが納められた税金や国からいただいた

地方交付税などがどのくらい入り、使われたかを

図表に表わしました。

江府町財政状況報告

一般会計財政状況（9月30日現在）

歳入2，841，481千円l（収入額1，534，36昨円別．0％）　歳出2，841，481千円（収入額1，103，759千円乳8％）

一般財源（収入額723．392千円81．4％）

658．227千円

492，230千円　71．8％

42，009千

特定財源（収入額810，976千円41．5％）

418．762千円

7，867千円3．1％

78．437千

6，947千円

地方交付税

町　　税

そ　の　他

国庫支出金

地　方　債

県支出金

そ　の　他

町税の調定と収入（9月30日現在）

税 ■　　 目 調　 定　 額 収　 入　 額 徴 収 率

町　 民　 税 10 8 ，3 08 千 円 7 1 ，13 2 ■千 円 65 ．6 ％

固 定 資 産 税 1■12 ．278 6 0 ，74 9 5 4 ．1

軽 ■自 動 車 税 4 ，1 93 4 ，143 9 8 ．8

た ば こ 消 費 税 10 ，353 10 ，35 3 10 0 ．0

電　 気　 税 13 ．02 5 11 ，66 9 8 9 ．6

木 材 引 取 税 218 0 －

特 別土 地 保 有 税 5 ，21 5 5 ，2 15 10 0 ．0

合　　 計 2 5 3 ．5 90 千円 1 6 3 ，2 6 1千円 64 ．4％

総　務　費

諸支出金

農林水産業費

公　債　費

民　生　費

土　木　費

商　工　費

教　育　費

衛　生　費

そ　の　他

51，623千円10．4％

99．018千円46．6％

76．409千円37．5％

26，335千円13．6％

60，744千円57．5％

現，131千円

20，734千円47．0％

96，997千円

消　防　費42．437千円
予　備　費39，452千円
災害復旧費12．872千円
労　働　費　2．236千円

財産表（9月30日現在）

財 産 別 種 類 数　 量

行 政 財 産
土 地 13．95 4 d

建 物 7，27 7

公 共 財 産
土 地 88，05 3

建 物 14，18 0

普 通 財 産

土 地 4，8 36，8 27

建 物
－

有価証券 3，55 1千円

出資証券 2，0 11

18，219千円　42．9％

餓0千円　26．8％

積立基金（9月30日現祖

基 金 別 金　 額

財 詞 基 金
　 千円
10 8，0 00

公 有 林 基 金 147 ，20 2

土地開発基金 10 ，00 0

杜 福 基 金 18 ，0 00

部落経営基金 57 7．0 83

合　　 計 8 60，28 5

⑳
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▲集水池前で行われた奉祭式

慮
嘲

俣
野
川
発
電
所
で
定
礎
式

報町府江

昭
和
五
十
四
年
に
完
成
し
た
町
第
二

共
同
簡
易
水
道
の
管
理
組
合
（
坂
口
理

郎
組
合
長
）
で
は
、
十
一
月
十
四
日
、

井
上
町
長
や
当
時
の
建
設
関
係
者
を
招

き
、
日
の
話
地
内
の
水
源
地
で
「
水
神

さ
ん
」
の
奉
祭
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
豊
か
で
、
き
れ
い
な
水
は

天
与
の
も
の
、
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し

た
い
」
と
い
う
発
想
で
、
井
上
町
長
は

「
忘
れ
ら
れ
が
ち
な
自
然
環
鳩
の
恩
恵

を
よ
ろ
こ
び
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し

て
神
を
ま
つ
る
敬
け
ん
な
姿
は
美
し
い
。

い
つ
ま
で
も
、
み
ん
を
の
水
道
を
大
切

に
し
て
欲
し
い
」
と
挨
拶
。
式
後
ポ
ン

プ
室
に
遷
座
の
水
神
さ
ん
に
安
全
を
祈

り
ま
し
た
。

水
神
さ
ん
を
奉
祭

第
二
（
俣
野
）
共
同
水
道

l右の写真は約150人参列し
て定礎式

「定礎」と書かれた礎石を
▼埋める井上町長と中田議長

十
一
円
十
六
日
、
俣
野

川
発
電
所
の
定
礎
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

定
礎
式
は
、
毛
無
山
山

ろ
く
の
地
下
約
喜
〇
㍍
の

岩
盤
を
長
さ
三
二
・
五
㍍
、

幅
二
二
・
五
㍍
、
高
さ
竺
・
四
㍍

堀
削
し
た
地
下
発
電
所
建

設
敷
地
で
、
関
係
者
約
一

五
〇
人
が
参
列
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

工
事
は
、
約
喜
ば
進
み

六
十
年
完
成
を
目
指
し
て

着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲厳粛に営まれた呵慰霊祭

恒
例
の
町
慰
霊
祭
は
、
十
一
月
十
日

午
前
十
時
か
ら
土
井
之
内
会
館
で
、
井

上
町
長
が
祭
主
と
な
り
、
町
内
寺
院
を

始
め
関
係
六
か
寺
の
奉
仕
を
得
て
、
仏

式
に
よ
り
厳
粛
に
営
ま
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
遺
族
百
四
十
一
名
、
来
賓

四
十
五
名
が
参
列
し
、
尊
い
犠
牲
者
の

め
い
福
を
祈
り
ま
し
た
。

ま
た
、
式
後
、
歌
や
舞
踊
な
ど
二
時
間

に
わ
た
り
遺
族
の
慰
安
を
行
い
ま
し
た
。

遺
族
1
4
1
名
が
参
加

町
慰
霊
祭

Soumu
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江　　府　　町　　報

「〒誓言三幸＿
⑳

⑳

ち
ゃ
ん
は
母
乳
で

上
の
グ
ラ
フ
は
、
昭
和
五

十
四
年
十
一
月
に
江
府
町
の
民

生
責
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た

”
母
乳
調
査
〟
の
結
果
で
す
。

母
乳
の
大
切
さ
は
、
よ
く

知
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
母

乳
で
育
て
て
い
る
人
は
5
7
％

で
す
。
母
乳
で
育
て
な
い
理

由
と
し
て
、
母
乳
が
出
な
い

が
一
番
多
く
そ
を
し
め
て
い

ま
す
。
母
乳
が
出
な
い
。
と
い
う

を
か
に
、
お
母
さ
ん
が
、
”
乳

が
出
な
い
″
と
早
目
に
あ
き

ら
め
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多

い
の
で
は
を
い
か
と
思
い
ま

す
。
母
乳
は
赤
ち
ゃ
ん
が
吸

う
事
に
よ
り
良
く
出
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
最
初
は
、
赤

ち
ゃ
ん
も
吸
う
事
が
へ
た
な

の
で
な
か
な
か
う
ま
く
い
き

ま
せ
ん
が
、
そ
の
時
期
が
大

切
で
お
母
さ
ん
は
、
あ
き
ら

め
ず
に
根
気
よ
く
吸
わ
せ
て

下
さ
い
。
そ
れ
と
同
時
に
お

母
さ
ん
は
、
栄
華
を
し
っ
か

り
と
り
、
精
神
的
に
も
落
ち

着
い
た
ゆ
っ
た
り
し
た
気
持

ち
で
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
き
、
お

乳
を
与
え
て
下
さ
い
。

∴
∵
1
㌧
や
∵

”
カ
ゼ
〟

予
防
の
食
事
と
栄
養

母乳栄華の利点
▲消化吸収が牛乳よりすぐれている

▲調乳の手間がいらず衛生的

▲アレルギーを起こさない

▲消化不良症をどのときにも与えられる

▲母と子のスキンシップにより健全を母

子関係の確立に役立つ

▲疫病感染に対する抵抗性にすぐれている

冬
は
と
く
に
栄
養
を
た
っ
ぷ
り
と
る

牛
乳
・
チ
ー
ズ
・
卵
・
レ
バ
ー
・
牛

肉
・
鶏
肉
な
ど
の
動
物
性
た
ん
ば
く
質

は
、
バ
イ
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
免

疫
体
を
つ
く
る
た
め
、
ま
た
、
体
の
細

胞
の
抵
抗
力
づ
く
り
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
食
品
で
す
。
ま
た
脂
肪
は
カ
ロ

リ
ー
が
高
い
の
で
体
内
暖
房
を
ふ
や
し
、

冷
え
を
防
ぐ
の
に
有
効
で
す
。

さ
ら
に
ビ
タ
ミ
ン
を
多
く
と
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
A
食
品
は
、

粘
膜
を
丈
夫
に
す
る
の
で
不
足
し
な
い

よ
う
に
。
同
じ
く
ビ
タ
ミ
ン
C
食
品
は

細
胞
を
丈
夫
に
し
、
カ
ゼ
の
予
防
に
役

立
ち
ま
す
。
生
野
菜
や
果
物
は
、
ビ
タ

ミ
ン
C
の
補
給
と
同
時
に
、
血
液
が
酸

性
に
な
る
の
も
防
ぎ
ま
す
。
血
液
が
酸

性
に
を
る
と
、
体
が
疲
れ
や
す
く
、
ま

た
貧
血
ぎ
み
に
な
り
ま
す
か
ら
、
ど
う
し

て
も
カ
ゼ
を
ひ
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

か
ぜ
を
ひ
い
た
と
き
の
食
事

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
が

と
く
に
大
切
で
す
「
食
欲
が
な
い
か
ら
」

と
い
っ
て
、
お
か
ゆ
に
梅
干
で
は
回
復

も
お
く
れ
ま
す
。
チ
ー
ズ
・
バ
タ
ー
・

熱
い
牛
乳
・
く
だ
も
の
・
肉
や
野
菜
の

た
っ
ぷ
り
は
い
っ
た
ス
ー
プ
を
ど
、
消

化
が
よ
く
、
栄
華
価
の
高
い
も
の
を
食

べ
ま
す
。
と
く
に
熟
が
で
る
と
ビ
タ
ミ

ン
C
が
多
量
に
消
耗
さ
れ
ま
す
。
ビ
タ

ミ
ン
類
の
確
保
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

社
会
保
険
出
版
社
発
行
「
冬
の
け
ん
こ
う
」
か
ら

母乳不足の見分け方

」L授芋川寺間が30分以上もかかる

▲授乳間隔が短い

▲下痢、便秘が続く

▲体重の増加が少ない

▲眠りが浅く、ふきげん

保健行事

－12月－

く乳幼児相談〉

日時：昭和56年12月16日（水）

午前9時～11時

午後1時～3時

対象：滴1歳未満の乳児及び

幼児（満1歳6か月未満）

場所：江府町役場裏二階

第6回食生活改善講座

日時：昭和56年12月17日（粥

午後9時～午後3時

場所：江府町農協マーケット2階

Soumu
四角形
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豊穣人との助け合い

献血ありがとう

ございました

報町府江

日
本
赤
十
字
社
の
献
血
車
が
十
一
月

十
一
日
、
十
二
日
の
二
日
間
、
町
内
を

巡
回
し
、
百
四
人
の
皆
さ
ん
か
ら
心
温

ま
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
太
字
は
、
巡
回
場
所
）

献
血
者
芳
名
　
（
敬
称
略
）

中
国
電
力
俣
野
川
発
電
所
建
設
所

藤
原
昌
美
　
足
立
好
子
　
岡
本
幸
枝

宇
田
川
サ
カ
エ
小
坂
仁
志
　
汐
田
秋

福
田
い
ず
み
　
橋
谷
久
美
　
江
崎
淳
一

国
頭
嘩
一
郎
　
槙
原
豊
博
　
小
池
敏
彦

杉
谷
道
弘
　
下
坂
美
鈴
　
瀬
崎
恭
子

宇
田
川
千
万
亀
　
門
脇
祐
二
　
鶴
川
稔

小
椋
真
理
子
　
田
中
敏
郎
　
西
谷
信
広

安
達
貴
行
　
玉
井
富
美
夫
　
岩
谷
康
夫

西
尾
憲
司
　
堀
部
守
宏
　
下
村
道
夫

丸
井
健
治

江
府
町
役
場

坂
口
理
郎
　
下
村
敦
子
　
川
上
良
文

竹
内
幸
夫
　
奥
田
由
美
子
　
中
川
秀
樹

井
上
あ
け
み
　
太
田
厚
　
森
田
由
香
里

本
高
帯
久
　
末
次
輝
夫
　
永
井
明
正

遠
藤
功
　
千
藤
正
　
西
田
哲
　
塚
原
守

影
山
祐
輔
　
南
波
千
明
　
長
谷
部
后

長
岡
洋
子

江
尾
郵
便
局

加
藤
達
也
　
凰
山
湧
一
大
江
公
史

篠
村
利
治
　
砂
口
幾
代
　
相
見
裕
子

竹
内
勇
　
桧
原
康
博
　
砂
口
修
子

長
岡
和
代

農
協
神
奈
川
支
所

澤
口
勉
　
岩
田
照
子
　
川
上
真
知
子

加
藤
卓
美

大
成
建
設
中
電
俣
野
作
業
所

塚
本
敏
夫
　
畝
本
勝
彦
　
西
川
典
廣

川
端
一
正
　
大
崎
博
美
　
大
浦
幹
男

大
中
猛
　
江
藤
倶
義
　
青
木
義
信

池
田
延
長
　
柾
木
邦
拡
　
村
田
和
郎

川
上
力
　
辰
己
暁
　
高
木
健
　
松
元
勝

岡
博
　
矢
竹
勉
　
山
中
孝
　
加
藤
賢
治

藤
原
俊
貞
　
吉
富
幸
雄
　
鎌
田
一
郎

津
田
敏
夫
　
五
十
嵐
安
雄
　
幸
美
正
明

加
藤
由
加
利
　
加
藤
節
子
　
浜
本
鉄
雄

官
能
木
の
実

間
組
中
電
俣
野
作
業
所

後
藤
透
介
　
山
本
鶴
次
　
松
崎
滑
子

伊
藤
し
ず
子
　
池
田
安
位
　
永
岡
雅
子

佐
藤
工
業
中
電
俣
野
作
業
所

別
所
隆
道
　
福
光
達
弥
　
藤
井
英
明

校
本
昌
幸
　
富
岡
孝
行
　
佐
々
木
忍

1
⑳

一昭和55年度一

三三三主

九
百
七
十
九
名
が
年
金
受
給

昭
和
五
十
五
年
度
中
に
本
町
の
受
給
者
に
支
払
わ
れ
た

国
民
年
金
の
総
額
は
、
拠
出
年
金
、
福
祉
年
金
あ
わ
せ
て
、

二
億
七
千
二
百
万
円
に
達
し
ま
し
た
。

次
の
表
は
、
右
の
年
金
を
内
訳
別
に
し
た
も
の
で
す
が
、

受
給
人
員
で
は
福
祉
年
金
を
受
取
る
人
（
三
百
六
十
五
名
）

に
対
し
、
拠
出
年
金
の
受
給
者
（
六
百
十
四
名
）
は
二
百

四
十
九
名
も
多
く
、
金
額
的
に
も
「
老
後
の
所
得
保
障
」

に
ふ
さ
わ
し
い
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

か婦年金
3作36万2，000・r11
遺 児 年 金

1 件 5 0ノブ1．6 0 0 円

：年 金 拠 出 年 金

5 0件 6 14 件
宣1 2 万 5 ．6 3 9円 1億 7，2 6 2 万3 ，500 円　 ■■

老 齢 福 祉 年 金

9 7 3件

7 ．9 5 2万 6 ．54 0円

、

蛋野 －
劇物的金 男件 補万2一岬

母子 年 金16件
1 ，0 94 万 1．6 0 0円

5 年 年 金

8 0 件
2 ．1 6 9万 6 ．0 0 0 円

筍

義 軍

ぁ・警

料 ■＿■二

㌢篭○

障 害 年 金

3 9 件

2 ．2 4 4万 6 ．6 0 0 円

■老 齢 年 金

4 3 7件

1億 1 ．3 2 4 万 3．7 0 0 円

障 害 福 祉 年 金

1 7 7件

2 ．0 5 9万 9 ．0 99 円

Soumu
四角形
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享二三去

⑳

る
い
お
正
月
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
、

越
年
資
金
や
日
常
の
必
需
品
購
入
の
た

め
の
費
用
と
し
て
役
立
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
奉
仕
者
の
訪
問
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
額

報町府江

広
が
る
”
善
意
の
輸
〟

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

今
年
も
恒
例
の
　
「
歳
末
た
す
け
あ
い

運
動
」
が
十
二
月
一
日
か
ら
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
奉
仕
で
行
わ
れ
ま
す
。

昨
年
は
、
五
十
七
万
八
千
三
百
三
十

三
円
の
募
金
が
集
ま
り
、
施
設
に
入
っ

て
い
る
町
の
出
身
者
や
寝
た
き
り
老
人
、

母
子
家
庭
等
に
そ
の
ま
ご
こ
ろ
を
贈
り

ま
し
た
。
私
た
ち
一
人
一
人
の
さ
さ
や

か
な
善
意
が
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
に
明

普
通
募
金

中
ロ
募
金

大
口
募
金
　
一

三
〇
〇
円

五
〇
〇
円

〇
〇
〇
円

各
世
帯
の
任
意
募
金
と
し
ま
す
。

歩行者も運転者も気わけて

1
2
月
2
2
日
か
ら

1
2
月
3
1
日
ま
で

年
末
の

交
通
安
全
県
民
運
動

十
二
月
二
十
二
日
か
ら
三
十
一
日
ま

で
の
十
日
間
　
「
年
末
の
交
通
安
全
県
民

運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
と
く
に
こ
の

期
間
は
、
年
末
で
心
ぜ
わ
し
く
、
ま
た

お
酒
を
飲
む
機
会
も
多
く
な
り
、
交
通

事
故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

交
通
事
故
は
、
年
年
増
加
の
一
途
を

た
ど
り
、
多
く
の
人
び
と
が
苦
し
み
、

し
あ
わ
せ
な
家
庭
が
こ
わ
さ
れ
て
い
ま

す
。
お
互
い
ひ
と
り
ひ
と
り
の
自
覚
と

正
し
い
ル
ー
ル
の
実
践
に
よ
り
、
交
通

事
故
の
絶
滅
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

・
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
　
乗
る
な
ら
飲

ま
な
い
　
飲
ま
せ
な
い

・
事
故
防
止
　
町
か
ら
　
村
か
ら
　
家

庭
か
ら

1
2
月
の
作
業
停
電

十
二
月
十
七
日
（
木
）

午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
三
十
分

（
区
域
）

下
蚊
屋

十
二
月
二
十
二
日
（
火
）

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

午
後
二
時
三
十
分

（
区
域
）

貝
田
、
袋
原
、
大
方

十
二
月
二
十
四
日
（
木
）

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

午
後
三
時
三
十
分

（
区
域
）

佐
川
、
大
方

1日が2，761円

鳥取県の最低賃金

鳥取県下の全事業所の使用書と労働者に適用

される「鳥取県最低貸金」と「産業別最低賃金」

が下表のとおり決められています。

あなたの事業所に適用される「産業別最低賃

金」がか場合は、「県最低賃金」が適用され

ます。

これらの最低賃金は、最低賃金法に基づいて

決定したもので、使用書は、この最低賃金額よ

り低い貸金で労働者を使用すると、法律違反と

なりますので注意してください。

最低賃金について、詳しいことを知りたい人

は、米子労働基準監督署（℡0859－34－2231）

にお問い合わせください。（鳥取労働基準局）

最低 拝金決定件 名 最　 低　 首　 金　 額
実 施

年1川

鳥 取 県 最低 貸 金
　　 時間給労働 者

1 日 2 ，7 61円 （1時 間3 46円）
5 6．10 ．2

産

食料品製造 業

1 日 3 ．177 円（ 〃 398 円）

軽作 業者

1 日 2 ．977 円 （ ク 373 円）
56 ．11．6

繊 維 産　 業 1 日 2 ．985 円（ ヶ　374 円）56 ．1 1．6

卸売業・小売業
卸売 業柑 3 187円 （〃39 9円）

56 ．11．6
業

別

最

小売 業 1日2，98 5 円（ケ374 円）

木材 ・木製品 1 日 3 ．265 円（ 〃　409 円）

56 ．12 ．14・宮具 ・装備 軽作業者

品製造業 1 日 3 ，025 円（ 〃　379 円）

パルプ ・紙 ・ 1 日 3 ，240 円（ 〃　405 円）

56 ．12 ．14
低

貸

金

紙 加工品製造 軽作業者

業 1 日 3 ，09 0 円（ 〃　387 円）

出版 ・印刷 ・

同朋逓 産業 1 日 3 ．194 円（ ク　400 円）56 ．12 ．14

窯業 ・土石

製品製造業 1 日 3 、35 1 円（ ヶ　419 円）56 ．12 ．14

機械・金員製 品 1 8 3 ，329 円（ ヶ　4 17 円）

56 ．12 ，14専製造業及び 軽 作業者

自動車整備業 1 8 3 ．067 円（ ヶ　38 4 円）

（注）最低貨金額には、次の貸金は算入されま

せん。

fl欄皆勤手当、通勤手当、家族手当（2億時に支

払われる貸金3）1か月をこえる期間ごとに支払

われる賃金4）時間外・休日労働拝金

Soumu
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昭和56年11月30日発行亡（8）

ふ
る
さ
と
歳
時
記
⑳

報

郷土の近世生活史料

フジユキさん信仰　口

作
州
に
残
る
藤
行
墳
墓

フ
ジ
ユ
キ
さ
ん
の
伝
承
に
つ
い
て
は
　
「

江
府
町
史
」

に
詳
し
い
の
で
、
こ
こ
で
は

省
略
し
、
管
∵
史
料
に
み
え
る
も
の
を
ひ

第
一
は
・
岡
山
県
川
上
村
上
徳
山
の
載

君
禦
卜
建
つ
「
藤
行
さ
ん
の
墓
」
で
あ
る
。

高
さ
一
・
五
日
い
ば
か
り
、
風
格
の
あ
る
五

輪
塔
で
、
上
部
の
空
・
風
二
輪
が
損
壊
し

た
の
か
新
し
い
も
の
を
槙
ん
で
あ
り
、
土

ト
岡
山
県
真
庭
郡
川
上
村
に
あ
る
「
檎
山
暮
行
」
の
募

他
の
人
は
　
「
お
墓
さ

ま
」
　
と
崇
敬
し
、
蒜

山
の
文
化
財
に
も
指

定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
か
た
わ
ら
に

一
五
ヰ
角
、
高
さ
六

〇
ヰ
ほ
ど
の
石
柱
が

建
て
ら
れ
て
お
り
、

正
面
に
　
「
伯
州
庄
山

城
主
陰
山
藤
行
基
」

左
側
面
に
　
「
願
主
佐
藤
次
郎
兵
衛
」
と
陰

刻
が
あ
る
が
紀
年
銘
な
ど
は
見
当
ら
な
い
。

五
輪
塔
の
前
に
は
鉄
製
の
長
刀
形
を
ど

が
供
え
ら
れ
て
い
る
の
は
久
連
の
藤
位
紀

信
仰
伝
承
と
同
じ
で
、
こ
ち
ら
の
場
合
は

「
足
が
痛
む
と
き
」
・
「
徴
兵
検
査
の
が

れ
」
　
に
願
を
か
け
た
と
い
う
。
そ
の
理
由

は
「
足
が
痛
む
の
に
長
刀
を
棺
に
し
て
落

ち
の
び
た
」
と
い
う
伝
承
に
よ
る
も
の
で

あ
ろ
う
。

『
作
陽
誌
』
に
み
る
藤
行
さ
ん

こ
の
五
輪
塔
を
「
藤
行
基
」
と
す
る
の

は
「
作
陽
話
し
の
記
述
で
あ
る
「
作
陽
話
し

は
元
禄
二
年
二
六
八
九
）
津
山
藩
の
家

老
長
尾
勝
明
が
、
藩
主
森
長
成
の
命
を
う

け
て
編
纂
し
た
地
誌
で
、
こ
の
中
の
「
大

庭
郡
古
跡
部
」
託
「
陰
山
藤
行
基
遁
洞

村
相
伝
、
伯
州
庄
山
城
主
陰
山
藤
行
者
、

軍
釘
而
走
、

毎

等

追
薫

足元
来

嘗レ却竜

み
え
、
元
禄
初
年遼＿備レ此
ご遠‾‾茶自
ろ而薬殺
「＿及燈　○

を
明
確
に
し
、
「
出
雲
に
い
る
子
孫
が
盆

の
追
善
供
養
を
も
怠
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と

歎
じ
て
い
る
。

山
名
一
族
と
の
か
ら
み

こ
の
記
述
に
よ
る
「
フ
ジ
ユ
キ
さ
ん
」
は

「
伯
州
生
山
城
主
」
と
い
い
、
町
内
の
伝
承
と

相
違
が
あ
る
が
　
r
萩
藩
閥
開
銀
」
は
〝
日
野

郡
生
山
城
主
山
名
藤
幸
″
を
「
戦
国
期
実
在

し
た
人
物
」
と
し
て
お
り
、
中
世
、
伯
者
守
護

職
に
あ
っ
た
山
名
氏
の
名
を
あ
げ
て
い
る
。

町府江

田
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

人
の
動
き
（
1
。
月
届
）

命
人
や
命
令
命
や
命

日
お
誕
生
お
め
で
と
う

池
の
内
加
藤
吉
音
素
巨
二
女

杉
谷
末
次
正
和
清
士
長
男

棄
尾
加
藤
美
音
條
六
長
女

本
五
川
端
沙
耶
香
登
志
一
長
女

新
道
寺
尾
索
道
薄
郎
長
男

田
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

杉
谷
河
上
武
成
9
1
歳
公
博
宅

地
の
内
藤
原
義
治
8
3
歳
息
文
宅

佐
川
住
田
亀
雄
7

8
歳
武
雄
宅

助
澤
北
村
専
一
8
1
歳
隆
雄
宅

下
蚊
屈
箇
井
林
江
7
3
歳
京
一
宅

中
前
武
士

松
本
晴
美

）
小
江
尾

米
子
市
薩
津
か
ら

中
尾
孝
文

寺
尾
佳
子

）
俣
野
か
ら

岡
山
市
兵
団

糾
紺
美
銅
）
銅
郡
会
見
町
か
ら

…
摘
餉
）
銅
町
三
谷
か
ら

舶
銅
銅
）
銅
県
安
来
市
か
ら

銅
紺
㌍
）
鏑
相
川
区

大
西
　
諸

株
　
文
子

）
広
島
県
比
婆
郡

武
庫
か
ら

高
塚
　
誠

森
田
富
栄

安
部
孝
鬼

加
藤
照
美

角
田
隆
史

久
木
春
美

）））
西
伯
郡
岸
本
町

貝
田
か
ら

島
根
県
八
束
郡

助
澤
か
ら

岡
山
市
内
山
下

下
安
井
か
ら

絹
銅
醐
…
美
）
絹
町
新
屋
か
ら

梢
銅
弘
用
）
絹
銅
品
町

齢
掴
摘
絹
）
絹
柑
ら

糾
銅
絹
子
）
…
絹
防
府
市
か
ら

■
⑳

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

十
月
中
寄
託
分

内
祝
と
し
て

本
三
　
吉
岡
省
吾
殿
（
ご
本
人
梯
退
院
）

西
成
　
山
本
町
子
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

柿
原
　
加
藤
た
か
子
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

武
庫
　
加
藤
昭
男
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

美
用
　
下
垣
　
厚
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
中
野
辰
美
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

袋
原
　
清
水
明
美
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

池
の
内
　
山
野
久
司
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

本
五
　
岡
田
信
雄
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
川
　
下
村
睦
子
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
田
口
謙
二
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

香
典
返
し
と
し
て

荒
田
　
樋
口
純
敏
殿

（
母
道
恵
様
ご
逝
去
）

杉
谷
　
河
上
公
博
殿

（
祖
父
武
成
様
ご
逝
去
）

久
連
　
川
上
高
書
江
殿

（
夫
英
雄
様
ご
逝
去
）

佐
川
　
住
田
武
雄
殿

（
父
亀
雄
様
ご
逝
去
）

⑳

助
澤
　
北
村
隆
雄
殿

（
父
寿
一
様
ご
逝
去
）

下
蚊
屋
　
筒
井
京
一
殿

（
母
林
江
様
ご
逝
去
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
　
　
江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

・
…
善
意
銀
行
受
払
報
告
…
…
・

L
九
月
末
累
計
額

百
十
八
万
千
六
十
三
円

2
．
十
月
中
寄
付
額
二
十
一
万
事
円

内
　
　
訳

快
気
祝
　
　
　
十
四
万
円

香
典
返
し
　
　
七
万
五
千
円

3
．
十
月
末
累
計
額

百
三
十
九
万
六
千
六
十
三
円

Soumu
四角形

Soumu
四角形


